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別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事
（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）

竣 工 図

施工者　　株式会社ほうらい電気

設計者　　池澤総合計画株式会社



 ①竣工図：Ａ１版　二つ折り製本（ 2 ）部 黒文字入り　

 ③工事写真：（ 1 ）部　　　④機器取扱い説明書：（ 1 ）部

 保全に関する資料一式

 16.材料検査及び施工検査に伴う試験

 実施する指定試験所は工事着手時に市監督員の承諾を得ること。

（財）日本建築総合試験所 及び公的機関（兵庫県コンクリート工法に関する指導要綱 別表に規定する指定試験所）

 15.別契約の関連工事との取合い  工事区分表による。安全協力会を設置し、円滑な工事進捗が行われるよう協力・調整すること。

 17.設計内訳書  設計内訳書は、設計図書ではなく参考数量として取扱う。

 グリーン購入法により環境負荷を低減できる材料を選定するよう努める。 18.グリーン調達に関する事項

 19.環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ(ISO14001)

 完成写真（写真専門家の撮影でフリーアルバム提出）  ■要（ １ ）部   □不要

 　　　　　　　　　　　　　　■無

 建築編」による。デジカメ撮影も可（解像度ほか監督員と協議）

 着工前、施工中、施工後を撮影しサービスサイズで提出。撮影は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方

 第三者賠償責任保険（請負業者賠償責任保険）期間：着工から完成引渡しまで  金額：任意            保険証書写し提出

 火災保険（建設工事保険）                  期間：着工から完成引渡しまで  金額：出来高金額以上  保険証書写し提出

 6.工事写真

 7.保険等

 8.発生材の処理

 9.施工調査

 施工数量調査のための破壊    □有    補修方法  □（           ）□図示

 施工数量調査     ■要    □不要

 施工計画調査     着工に先立ち、施工計画のための調査を行う。

 されていることを確認するとともに、その写しを監督員に提出する。

 ｢建設廃棄物等適正処理指導要綱｣に基づき建設廃棄物等処理計画書・報告書作成し、マニュフェスト管理により、適正に処理

 しなければならない。（コンクリート、アスファルト、木材）

 建設工事に伴う産業廃棄物は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法)」に基づき適正に処理

 解体材、工事発生残材等は、工事敷地内で焼却処分、埋立て処分をしてはならない。

 建設副産物の処理に際し、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に基づいて適正に処理しなければならない。

 道路法、道路交通法、ダンプ規正法等の法令事項を遵守し、過積載防止に努める。

 □適用する    職種（                                    ）  ■適用しない 10.技能士

 11.過積載防止対策

 作業者の安全確保及び施設の化学物質濃度の低減に努める。

 データシートを常備する。屋内で使用する材料の選定に当たっては、揮発性有害化合物の放散による健康への影響に配慮し、

 仕上塗材、塗料、シーリング材、接着剤その他化学製品の取扱に当たっては、当該製品の製造所が作成した化学物質等安全 12.化学物質に配慮した材料の取扱

 13.化学物質の濃度測定  □要

 化学物質濃度を下記のとおり測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し報告すること。

 測定対象物質    ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

 測定方法、測定ヶ所   □ﾊﾟｯｼﾌﾞ  □ｱｸﾃｨﾌﾞ   3ヶ所 （        ）（        ）（        ）

 尚、指針値を超えた場合は、発生源を特定し十分な対策を講じ再度測定を行うこと。

 ■不要

 14.完成図等

 評価する項目の具体例等については、工事成績評定要領を参考にするものとする。

 までに任意の様式により提出することができる。

 自ら立案した創意工夫や技術力に関する項目、又は、地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について工事完了時 20.工事施工に基づく高度技術、

　  創意工夫、社会性等について

 21.地元説明・家屋調査  □地元説明　　□家屋調査

池澤総合計画株式会社
IKEZAWA GENERAL ARCHITECT CORP

PHONE:079-427-1221(代表) FAX:079-427-1225
一級建築士事務所　登録第400213号
一級建築士　大臣　登録第 77775号 池澤文雄
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 1.仮設計画書

 2.仮囲い

 3.足場その他             　　　　2.2

 4.養生                  　　　　 2.3

 5.仮設間仕切り　　　　　　　　　 2.3

特記仕様書 ＮＯＴ

 □仮設扉    場所（     ） 種類（     ）

 既存ブラインド、カーテン養生・保管   □行う   ※□行わない

 防護シートによる養生   ※■メッシュシート   □（      ） 

 材料、撤去材等の運搬   □A種   □B種   □C種   ■D種   □E種

 既存部分（家具等含む）の養生   ※■ビニルシート等    □（      ）

 既存家具等の移動   ※□行わない   ■行う（作業員入口スチールロッカー等）

 □A種   □B種   ※□C種   □（     ）

 外部足場   種別   ※■A種   □B種   □C種   □D種    □（     ）

 ■要   □不要

一
般
共
通
事
項

 関係官公署その他関係機関への必要な届出、手続き等は遅延なく行い、監督員に報告する。

 施工図、下請負者通知書、使用材料承諾願

 施工計画書（軽微な工事の場合、監督員の承諾の上 簡易施工計画書とすることができる）

 実施工程表、月間・週間工程表

 加古川市契約課の定める「工事請負にかかる提出書類」による。

 「工事カルテ受領書」受領した後、速やかにその写しを市監督員に提出。

 請負金額が500万円以上の場合、登録必要。市監督員に提出し承諾を受けた後、直ちに(財)日本建設情報総合ｾﾝﾀｰに登録し、

 1 質疑回答書

 2 現場説明共通事項

 3 特記仕様書

 4 設計図

 5 標準設計図

 6 公共建築改修工事標準仕様書

 ※■施工体系図　　□施工体制台帳

 　■主任技術者　　□監理技術者

 2.施工体制等

 3.工事実績情報の登録

 1.図面仕様の優先順位

 4.提出書類の書式等

 5.官公署その他への届出手続

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

概
　
要

 1.工事概要

 □ Ａ種 Ｂ種 □ Ｃ種 □ Ｄ種 □ １９．２．４「工法」（ｃ）

構内敷ならし □ 構内指示場所に堆積構外（許認可地処分）

 1.埋戻し及び盛り土

 2.残土処分

□ポルトランドセメント フライアッシュセメント□ □高炉セメント シリカセメント

Ⅰ類　生コンクリートはＪＩＳによる。但しＪＩＳ該当以外は「共仕」による。

　□ Ⅱ類　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ５３０８

□□１５Ｎ／㎜ ２４Ｎ／㎜２１Ｎ／㎜１８Ｎ／㎜

１８Ｎ／㎜　未満のコンクリートにおいては、「共仕」の６．４．３調合の一般的条件の（ｄ）項は適用しない。

２

２

２ ２ ２　□

　□

サイズ（線径　　６㎜、網目１００㎜）ＪＩＳ　Ｇ３５５１規格品 1.溶接金網

 2.セメントの種類

 3.レディーミクストコンクリート

 4.コンクリートの設計基準強度

鉄
筋
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ン
ク
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ト
工
事

 1.アスベスト処理一般事項  アスベスト含有建材の処理を行う場合は、関係法令及び条例等を遵守すること。また官公署その他へ

 の手続き等は遅延なく行うこと。着工に先立ち、アスベスト処理に伴うアスベス粉じんの飛散防止対

 策を盛り込んだ施工計画書を作成し、監督員の承諾を受ける。

 □フェンスバリケード(H=1800)   □成形鋼板(H=3000)   □その他（       ）

 内部足場   種別   ※■脚立、足場板等      □（     ）

 6.監督員事務所    　      　　　 2.4

 7.工事用電力

 8.工事用水

 9.その他

 構内既存の施設   ■利用できる(□有償〔サブメーター設置〕□無償)   □利用できない

 □要(          ㎡)   ■不要

 ■「手すり先行工法」による足場設置の適用　　□(             )

 災害防止仮設の設置   ■要

■

　■

　■

　■

■

 ※■工事施工中にアスベスト含有の恐れがある建材が見つかった場合は、監督員と協議を行うこと。

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

　床、壁、天井の器具等のための墨出し

　同上　    　　　　　　切込、穴開け、下地補強

　同上　　　　　　　　　電源用配管、配線及び接続

　既設建物解体部の設備器具の撤去処分

　同上　　　　　　　　　　　配線・配管の切り離し、盛替え

　配管、配線の為の壁、梁、床の穴開け溝ハツリ

　同上　　　　　　コア抜きのための鉄筋探査

　同上　　　　　　コンクリート、モルタル等復旧

　同上　　　　　　仕上げ復旧

　設備配管等支持金物撤去跡補修（外壁部分）

○　天井点検口

　縦配管（設備）及び地中配管（設備）の接続

　地中配管（設備）のための根切り、埋戻し

　アスファルト舗装、土間コンクリートの撤去・復旧 ○

○ ○

○

○　室外機等用のコンクリート基礎

仮
設
工
事

工事 項目 備考別途工事機械工事電気工事建築工事

　共通仮設工事

　仮設用の上下水道・ガス・電気等に要する諸手続き

　仮設用の上下水道・ガス・電気等の加入金，負担金

　本設用の上下水道・ガス・電気等に要する諸手続き

　本設引渡しまでの上下水道・ガス・電気等の加入金，負担金

　仮囲い

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

　屋上、屋外の配管支持用基礎 ○ ○

　同上　    架台及びアンカーボルト箱入れ,埋込み

本
体
工
事
・
共
通
事
項

屋
外
工
事

構
造
関
係

　天井点検口

　　工事区分表

　　特記仕様書

　　材料及び責任施工業者等の指定

　石膏ボード

・工事期間：現場説明共通事項のとおり

・今回改修工事概要（ 遊戯室空調設備整備工事 ）

　構造　　　（ ＲＣ造 ）　　　　 階数（ ２階　）

・別途工事    □有（　　　　　）     ■無

・既設建物概要

・図面及び特記仕様書に記載されていない事項については、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」最新版を使用する。

・特記仕様書の取扱は、一般共通事項については、記載された事項はすべて適用する。一般共通事項を含め、特記事項欄で適用する箇所は■印とする。

　（※印は加古川市の標準的な仕様を示している。）

注
記

 ※■図示

 4.園舎内の工事範囲は，ガードフェンス等にて安全上支障無き様に区画，養生をして作業にかかる事。

 1.工事関係車両の通行経路は、地元，園と協議の上最終決定とする。

 2.工事関係車両の敷地内経路は、運動場は一切使用しない。

 3.工事エリアには仮囲いを行い、児童等の侵入を防ぐこと。

 　又、工事エリアについては園と協議の上決定すること。

 　詳細は市係員，園と協議の上最終決定とする。

 1.工事期間中は園運営になるべく支障無き様仮設計画をたて、市係員，園と協議の上最終決定とする。

 2.園行事等に支障無き様工程計画をたて、市係員，園と協議の上最終決定とする。

 3.工事期間中、停電，断水等が発生する際はあらかじめ園側へ文書にて連絡調整をする。

 2.安全，環境保全対策

 3.学校運営との兼ね合い

 1.改修範囲                       6.1

　　　　　　　　　　　   共仕　表3.2.1

 2.路盤材

 ※□Ｂ種

 　□Ａ種

 　□Ｃ種

 EP-G  ※□Ａ種

 （新規）

 ※□Ｂ種

 （塗替）

 　□Ｃ種

 EP

 EP-T

 (屋内）

 　□Ａ種

 ※□Ｂ種

 　□Ｃ種

 ※□Ａ種

 （新規）

 (新規・塗替)

 　□Ｃ種

 ※□Ａ種

 (新規・塗替)

 ※□Ｂ種

 (新規・塗替)

 □Ｃ種

 ※□Ｂ種

 　□Ａ種

 　□Ｃ種

 ※□Ａ種

 （新規）

 ※□Ｂ種

 　□Ｃ種

 ※□Ａ種

 ※□Ｂ種

 □Ｃ種

 (新規・塗替)

 (新規・塗替)

 (新規・塗替)

 ※□Ｂ種

 　□Ａ種

 　□Ｃ種

 ※□Ａ種

 （新規）

 　□Ｃ種

 ※□Ａ種

 ※□Ｂ種

 □Ｃ種

 ※□Ｂ種

 (新規・塗替)

 (新規・塗替)

 (新規・塗替)

 ※□Ｂ種

 　□Ａ種

 　□Ｃ種

 （新規）

 ※□RA種

 ※□RB種

 （塗替）

 　□RC種

 ※□Ａ種

 　□Ｂ種

 　□Ｃ種

 (EP-Gの場合)

 ※□Ｃ種

 （塗替）

 　□Ａ種

 　□Ｂ種

 ※□Ａ種

 ※□Ｂ種

 □Ｃ種

 □(塗替)

 (SD塗替)

 　 の塗替)

 (新規･SD以外

亜鉛めっき

 （新規）

 下
地
調
整

 既
存

 ※□RA種

 ※□RB種

  (新規・塗替)

 　□RC種

 
種
別

 
工
程

 
錆
止
め

 ※□Ａ種

 ※□Ｂ種

 □Ｃ種

 ＳＯＰ

 ＣＬ  □Ａ種

 ※□Ｂ種

 ＦＥ  □(塗替)

 ＮＡＤ

 (新規内部

 (屋外新規)

 　　･塗替)

木部

 　□RC種

  (新規・塗替)

 ※□RB種

 （新規） 

 ※□RA種

 ・その他ﾎﾞｰﾄﾞ

 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

（新規）

 ※□RA種

 ※□RB種

 （新規）

 　□RC種

ＡＬＣ ｺﾝｸﾘｰﾄ・押出

 成形ｾﾒﾝﾄ板

 　□RA種

 ※□RB種

 　□RC種

 ※□Ｂ種

 　□Ａ種

 （新規）

 ﾓﾙﾀﾙ・　

 　ﾌﾟﾗｽﾀｰ

 ※□RA種

 ※□RB種

 　□RC種

  (新規・塗替)

 ※□Ｂ種

 　□Ａ種

 （新規）

 ※□RA種

 ※□RB種

 （塗替）

 　□RC種

 　□Ｂ種

 ※□Ａ種

 ※□Ｃ種

 　□Ａ種

 (新規見掛)

 　□Ｂ種

 (塗替)

 (屋外･屋内)

 ※□Ａ種

 ※□Ｂ種

 □Ｃ種

 □(塗替)

 (新規見隠)

 （新規）

 (新規・塗替)

鉄鋼

 (JIS K56○○)

 (屋内EP-Gの場合)

 1.材料          　　　　        7.1

 2.下地調整              　　　　7.2

 3.錆止め塗料塗り        　　　　7.3

 4.塗装            　　　　7.4～7.18

 （防火材料とは不燃材料、準不燃材料、難燃材料をいう）

 防火材料の指定 □有    ■無

塗

装

工

事

 3.締固め度の検査

 4.アスファルト舗装

 1.路盤

　要

　砕石、再生クラッシャラン

□

□

　　一般

　　不要

　　要

□

□　　寒冷

　　切込み砂利 □　　鉱さいＣＳ－４０

　□

　ＣＢＲ試験

　加熱混合物の種類

　※錆止めの塗付け量は「現場塗布による」納入及び使用済量(空缶)からの報告を行う

　※下地調整のＲＢ種　既存塗膜の除去範囲は、塗替え面積の３０％とする

　　　　　　　       　共仕　表22.4.3

 2.既存天井の撤去並びに下地補修 　6.3

 3.木製天井下地      　　　　 　　6.5  ■表6.5.12

 既存の埋込みインサートの引抜き試験   　 ※□要     　　　□不要

 あと施工アンカーの引抜き試験   　　　　　 □要     　　　□不要

 既存の埋込インサート   　　　　　　　　　 □使用する     □使用しない

 野縁の間隔   　　　　　　　　　　　　　　 □３００程度   □（         ）

 野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　□９００程度   □（         ） 

 耐震補強及び屋外の軒天井、ピロティー天井の補強は図示による。

 ※□12.5

 備考 厚さ

 　□継目処理

 目地処理工法 材種

 　□板サイズ900×900

 　■9.5  ※■板サイズ900×1800

 材質

 形式 額　縁

アルミニウム

□

□

目　地

■

■

 ■せっこうボード（天井）

 ■有孔せっこうボード（天井）

 ※■目透し

 4.軽量鉄骨天井下地      　　　　 6.6

 6.天井点検口

 1.コンクリートブロックの種別

 2.花壇土

　Ｃ種□　Ｂ種　Ａ種　□ 　　　　　　　       　ＪＩＳ　Ａ　５４０６

　　　　　　　       　共仕　表22.4.6

外

構

工

事

そ

の

他

内

装

工

事

舗

装

工

事

1

2

3

4

　吉野石膏、多木建材

　ナカ工業、ＹＭ工業

土

工

事

 3.砕石  ■ 再生砕石を使用する

 5.せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ張 6.13

○ ○ ○

○

○　障害となる植木の伐根

　障害となる屋外工作物（花壇枠）の撤去

○　足場（電気設備・機械設備工事部分も含む）

　屋上露出防水上での工事の養生

Ａ－１

□

　□

　既設仮置きの上再利用復旧　□

 ※□Ｂ種

　　　　　　敷地面積：２，６１８.０　㎡

　　　　　　建築面積：　　５３２.６５㎡

　床面積    1階（ ５０２.１６㎡ ）、２階（５０２.７５㎡　）

・工事場所：加古川市別府町宮田町３７番地

 野縁等の種類   屋外   □19型   ※□25型　 屋内   ※□19型   □25型

　　不要□

□

図
面
名
称能勢・萩原・藤原・横田・高木

工
事
名
称

作図 平成２４年　３月　　日

副課長課　長 担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長

石原

担 当

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）

・工事名称：別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事  （別府町幼稚園遊戯室空調設備整備） 

○ ○

○ ○

 ②データー（竣工図・施工図・写真等、係員に確認のこと）：ＣＤ-Ｒに保存（ 2 ）部　ＪＷＷ又はＤＸＦ

 構内既存の施設   ■利用できる(□有償〔サブメーター設置〕□無償)   □利用できない

　ただし、施工の記録・工事写真等の完成検査資料の提出及び完成検査については、工期内とすることができる。

　部分払いを請求しようとするときは、当該請求にかかる工事の出来高部分及び検査済工事材料に相応する請負代金相当額以上

　について工事引渡しまでの期間、火災保険に付すること。またその写しを提出のこと。

　平成２４年７月１日には、各園において空調設備の利用ができるよう工程管理を行うこと。　（注記）

■ □

 □下地材を残して仕上材のみ撤去　 □下地材共撤去  　　□（          ）
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別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

竣工図

（施工者）株式会社ほうらい電気

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日
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　加古川市別府町宮田町３７
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作図 平成２４年　３月　　日

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

（施工者）株式会社ほうらい電気

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日

竣工図

花壇

600

進入防止防護パネル(左右2個所H=900)
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別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

（施工者）株式会社ほうらい電気

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日

竣工図
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木製野縁組下地
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木製野縁組下地

木製野縁組下地

コンクリ－ト打放し　ネオパ－ルスキン吹付

モルタル刷毛引　リシン吹付

コンクリ－ト打放し

モルタルコテ押ｴ　EP塗

木製カ-テンボックス　　OP塗

M

N

O

Ｌ モルタルコテ　内装複層材E吹付

ラワン合板　ｱ4.0貼

岩綿吸音板貼　ｱ12.0

木製野縁組下地

杉柾ベニヤ　ソコ目地貼 木製野縁組下地
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作図 平成２４年　３月　　日

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木
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加 古 川 市 野 口 町 良 野 １ ７ ６ ３ 縮
　
　
尺

図
　
　
番

本工事は図示のよう に  （ ○ラ ッ ク 型、 ○デスク 型・ ○一般監視盤、 ○システム監視盤） の搬入・ 据付、

及びこ れに伴う 配管配線・ 機器取付・ 調整までの一切の工事を行う 。

本工事は図示のよう に防災用直流電源装置の搬入 ・ 据付、 試運転調整までの一切の工事を行なう 。

本工事は図示のよう に（ ○一般用予備発電装置、 ○非常用発電装置） の搬入・ 据付、 試運転・ 調整まで

の一切の工事と する。

設　 備　 工　 事

設　 備　 工　 事

中　 央　 監　 視

設　 備　 工　 事

直　 流　 電　 源

設　 備　 工　 事

自　 家　 発　 電

○

○

○

受　 変　 電

設　 備　 工　 事

引　 　 　 　 込

○

○

○

○ ○

工　 事　 期　 間

階　 　 　 　 数

構　 造　 種　 別

防火対象物種別

法　 定　 構　 造

建　 物　 用　 途

工　 事　 場　 所

工　 事　 名　 称

電灯コ ンセント

設　 備　 工　 事

設　 備　 工　 事

動　 　 　 力

設　 備　 工　 事

幹　 　 　 線

Ｒ 　 Ｃ 　 造　 ・ 　 Ｓ 　 造　 ・ 　 Ｓ 　 Ｒ 　 Ｃ 　 造

耐　 火　 ・ 　 簡　 耐　 （ 　 イ 　 ・ 　 ロ　 ） 　 ・ 　 木　 造

引込設備工事

受変電設備工事

自家発電設備工事

直流電源設備工事

中央監視設備工事

幹線設備工事

動力設備工事

電灯・ コ ンセント 設備工事

電気時計設備工事

自動火災報知設備工事

設計図書の内容相違、 表示不明確、 現場不一致及び、 不測の事態発生等の場合、 速やかに書面をも っ て

工事施工に必要な諸手続き（ 諸官庁・ 電力会社・ 電話会社等） は、 全て施工者の負担にて行なう 。

係員に申し 出て、 その措置について指示を受ける。

疑     義

諸 手 続 き

■

■

■

共通仕様

機器の特記なき標準高さは下記による。

名　 　 　 　 　 称 測　 　 　 　 点 取　 付　 高(mm) 名　 　 　 　 　 称 測　 　 　 　 点 取　 付　 高(mm)

地 上  －  窓 中 心

1, 800  －  2, 000引 　 込 　 開 　 閉 　 器

分　 　 　 　 電　 　 　 　 盤 1, 500(上端1, 900以下)

ス　 　 イ　 　 ッ　 　 チ 1, 300

　 　 　 　 　 　 （ 身障者用）

コ ン セ ン ト 　 （ 一般）

ブ ラ ケ ッ ト 　 （ 一般）

電
　
　
　
　
　
　
　
灯

床  上  －  中  心

床  上  －  中  心

床  上  －  中  心

台  上  －  中  心

鏡上端  －  中  心

1, 100

　 300

　 150

　 800  －  1, 300

　 150 　 －　  300

　 150

2, 100  －  2, 300

2, 000  －  2, 500

壁　 掛　 形　 制　 御　 盤

手 　 元 　 開 　 閉 　 器

操　 作　 ス　 イ　 ッ　 チ

床  上  －  中  心 1, 500(上端1, 900以下)

1, 300

1, 500

端　 子　 盤（ 室　 内）

集  合  保  安  器  箱

壁付アウト レット （ 一般）

　 　 　 　 　 　 　 　 （ 和室）

床  上  －  下　 端

天井下  －  上　 端

　 150

　 300

　 300

　 200

床  上  －  中  心壁　 掛　 形　 親　 時　 計

子　 　 　 　 時　 　 　 　 計

壁　 掛　 形　 ス ピ ー カ

壁 付 ア ッ テ ネ ー タ

1, 500(上端1, 900以下)

2, 300

2, 300

2, 300

1, 300

1, 300

1, 100

表　 　 　 　 示　 　 　 　 盤

壁 　 付 　 発 　 信 　 器

　 　 　 （ 身体障害者玄関）

壁付押しボタン  （ 一般）

　 　 　 　 　 （ 身障者便所）

ベル・ ブザー・ チャイム 2, 300

1, 300

700　 以下

1, 100

1, 300

　 150

壁付インターホン（ 一般）

　 　 　 　 　 （ 身体障害者）

　 　 　 　 　 　 　 　 （ 和室）

天井下  －  上　 端

床  上  －  中  心

　 150

　 300

　 200機 　 器 　 収 　 容 　 箱

直列ユニット   （ 一　 般）

直列ユニット   （ 和　 室）

テ
 
レ
 
ビ
 
共
 
同
 
受
 
信

機 　 器 　 収 　 容 　 箱

床  上  －  中  心

　
　
火
　
　
災
　
　
報
　
　
知

受 信 機 ・  副 受 信 機

発　 　 　 　 信　 　 　 　 機

ベ　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル

表　 　 　 　 示　 　 　 　 灯

ガス漏れ警報検出部（ LPG） 床  上  －  上　 端

　 800  －  1, 500

　 800  －  1, 500

　 800  －  1, 500

2, 300

2, 100

（ 注） 　 コンセント 高さ等は図示高さで優先すること。

　
動
　
　
力

　
　
　
電
　
　
　
　
　
話

時
 
 
計
 
 

　
拡
 
 
声

イ
 
ン
 
タ
 ー

 
ホ
 
ン

表
　
示

電
力
共
通

取 　 引 　 用 　 計 　 器

機　 　 器　 　 取　 　 付　 　 高　 　 さ

　 　 　 　 　 　 （ 和室）

　 　 　 　 　 　 （ 台上）

　 　 　 　 　 　 （ 土間）

  　 　 　 　 　 （ 踊場）

　 　 　 　 　 　 （ 鏡上）

1, 800  －  2, 000
○

○

建　 　 　 　 　 　 物　 　 　 　 　 　 概　 　 　 　 　 　 要

工　 　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項　 　 　 　 　 　 目

一　 　 　 　 　 　 　 般　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項

そ　 　 　 の　 　 　 他

■ 提出書類は下記と する。

・ 工事内訳明細書　 １ 部　 ・ 工事着手届け　 ３ 部　 ・ 現場代理人届け　 ２ 部　 ・ 現場代理人経歴書　 ２ 部　 ・ 主任技術者経歴書　 ２ 部

・ 工事行程表　 ２ 部　 ・ 施工計画書　 ２ 部　 ・ 下請者通知書　 ２ 部　 ・ 資材納入業者通知書　 ２ 部　 ・ 工事写真アルバム集　 １ 部

・ 工事日誌報告書　 １ 部　 ・ 工事完成届　 ４ 部　 ・ 工事完成引渡書　 １ 部　 ・ 工事請負金額請求書　 ３ 部

■ 予備品は下記と する。

ﾄｲﾚ呼出設備

電話設備

放送設備

時計設備

ｲﾝﾀ ﾎーﾝ設備

電力設備　 ----　 製造者の標準一式（ 但し ヒ ュ ーズ類は、 現用数の２ ０ ％と し 、 種別ごと に１ 個以上具備）

自動火災報知設備　 ----　 ヒ ュ ーズは、 現用数の２ 倍以上　 押ボタ ン保護板は現用数　 工具は、 製造者の標準一式と する。

----　 製造者の標準一式

■ 使用機材

本工事で使用する機材は「 加古川市メ ーカ ーリ スト 」 によるこ と 。

特　 記　 事　 項

　 こ の場合、 請負金額は増減し ない。

取付数量を幾分増減するなどの軽微な変更は、 係員の指示に従う 。

現場の納まり 、 取り 合いなどの関係で、 機器・ 材料の寸法、 仕様、 取付位置、 または取付寸法などを多少変更し または、軽微な変更■

施工業者は係員立合いの上、 次に示す書類・ 物品と 共に注文者に引き渡し 、 その後

１ ．   完成届及び引渡し 書

の適正な運用に協力する。

引 き 渡 し■

２ ． 　 各種検査済み書・ 届出書

３ ． 　 機器取扱説明書

生じ た場合は、 速やかに修理または交換を行う 。 その費用は施工者の負担と する。

契約図書に定めら れた保証期間内に機器・ 材料の不良または施工の不備に起因する故障、 または破損を保     証■

工 事 報 告■ 工事中の月報・ 行程会議の議事録を提出するこ と 。

竣 工 図 面■

工 事 写 真■

■ 発生材の処理

基づき適正に処理するこ と 。 処理にあたっ ては「 産業廃棄物処理計画書」 を、 完了後は「 同報告書」 を提出する事。

建設廃材等の産業廃棄物が発生する時は、 「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（ 昭和４ ５ 年法律第１ ３ ７ 号） 」 に

本工事の範囲内におけるＰ Ｃ Ｂ 使用の廃変圧器・ 廃安定器・ 廃コ ンデンサ等の取扱いは, 次によるこ と 。

検査結果が、 規定値以上のＰ Ｃ Ｂ 含有量が確認さ れた場合は, 次による処理を行う こ と 。

　 １ ） 既設器具より 安定器・ コ ンデンサ等を取り 外し 、 密閉容器に収納し たう え監督員の指示場所に置く こ と 。

　 ２ ） 保管場所及び容器には、 「 Ｐ Ｃ Ｂ 廃棄物」 である旨の表示をするこ と 。

　 ３ ） 密閉容器と は、 ド ラ ムカ ン等の市販製の容器と する。

　 ４ ） 製造年月・ 製造所名・ 数量等を記載し た調書を提出するこ と 。

 係員の指示に従っ て、 内外主要箇所の写真を撮影し 、 提出する。

施     工■ 本工事に関係する建築基準法、 消防法、 電気設備技術基準、 内線規定、 その他関係諸法規、 条例等は厳守し 完全に施工

するこ と 。

図面及び特記仕様に記載さ れていない事項は、 国土交通大臣官房官庁営繕部監修の「 公共建築工事標準仕様書（ 電気設備

国土交通大臣官房官庁営繕部監修の「 工事写真の撮り 方」 建築設備編によるこ と 。

○

行なう 。 また、 接地端子盤を含み各種接地工事（ Ｅ Ａ ～Ｅ Ｄ ） も 本工事と する。消　 防　 法　 施　 工　 令　 　 別　 表　 　 第　 　 　 　 　 　 項　 　 （ 　 　 　 ）

○

○ 放送設備工事

テレビ共聴設備工事

○

避雷設備工事

設　 備　 工　 事

放　 　 　 送○○

設　 備　 工　 事

電　 話　 配　 管

自動火災報知

設　 備　 工　 事

設　 備　 工　 事

○○○

設　 備　 工　 事

電　 気　 時　 計

設　 備　 工　 事

設　 備　 工　 事

Ｔ 　 Ｖ 　 共　 聴

設　 備　 工　 事

イ ンタ ーホン

設　 備　 工　 事

○○ ト イ レ呼出

調整までの工事と する。

Ｉ Ｔ Ｖ 空配管 本工事は図示位置に将来用と し カ メ ラ 取付用アウト レッ ト 、 及び空配管を行う 一切の工事と する。

本工事は図示位置に時計（ ソ ーラ ー式） を設置、 調整を行う 　 一切の工事と する。

尚、 屋内運動場についてはパルス発生器・ モニタ ー子時計・ 子時計の取付結線調整迄の一切の工事と する。

○ 本工事は呼出表示器（ 　 　 回線） を設置し 、 各非常押ボタ ン、 表示灯、 復旧ボタ ンまでの配管配線・ 機器取付

○

○

本工事は既設イ ンタ ーホンの移設を行い、 配管配線工事・ 調整までの一切の工事と する。○

設　 備　 工　 事

○○

までの工事と する。

取付・ 調整までの工事と する。

本工事はアンプ・ ワイ ヤレスチュ ーナー（ ラ ッ ク 組込） 以降、 各スピーカ ー及び放送機器までの配管配線・ 機器

設　 備　 工　 事

避　 雷　 針

音　 　 　 響

音響設備工事

延　 床　 面　 積

照明器具・ 変圧器の絶縁油については、 Ｐ Ｃ Ｂ 混入可能性を調査するため、 分析測定を行う こ と 。

Ｉ Ｔ Ｖ 設備工事

イ ンタ ーホン設備工事○

○ ト イ レ呼出設備工事

本工事は（ ○屋内キュ ービク ル、 ○屋外キュ ービク ル、 ○屋内開放型受変電設備） の機器搬入・ 据付を

○ 本工事は突針の取付以降、 接地極に至る配管配線を行う 工事と する。

工事完了後、 接地抵抗の測定を行う こ と 。

本工事は引込配管の敷設、 端子盤の設置以降、 末端受口（ ノ ズルプレート ） に至る空配管を行う 工事と する。

（ 接地工事を含む）

○ 本工事は増幅器の設置以降、 端子盤を経て、 各スピーカ ー及び放送機器までの配管配線・ 機器取付・ 調整

電話配管設備工事

本工事は端子盤内のテレビ共聴機器以降、 、 テレビ受口に至る配管配線・ 機器取付・ 結線調整までの工事

と する。

○ 情報配管設備工事

非常警報設備工事

非常警報 本工事は非常警報装置（ 複合一体型） 設置調整までの一切の工事と する。

本工事は受信機の設置以降、 各端末機器に至る配管配線・ 機器取付、 結線調整までの一切の工事と する。

○

○

○

電　 気　 設　 備　 　 　 ●を適用する。

工　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 範　 　 　 　 　 囲　 　 　 ●を適用する。

○

○

防犯設備工事

○

●

●

●

○

○

● 本工事は電力会社柱から の既設動力引込を撤去し 空調設備設置に伴う 容量変更に対応し た引込配管配線の

新設及び引込開閉器盤の改修を行う 工事と する。

尚、 電力会社への容量変更等、 申請手続きはすべて本工事にて行う こ と 。

●

● 本工事は空調開閉器盤の取付以降、 空調機への配管配線・ 結線・ 調整までの工事と する。

○ 本工事は電灯分電盤の取付以降、 各照明器具・ 配線器具までの配管配線・ 配線器具取付・ 結線の一切の工事

と する。

○○

　 　 尚、 こ の場合の金額の増減は行わないも のと する。

１ ． 設計図書に記載なきも 、 技術・ 法規上当然必要と 認めら れる事項は本工事にて施工のこ と 。

２ ． 屋外の支持金物についてはＳ Ｕ Ｓ 製を使用するこ と 。

３ ． 露出配管は、 エッ チングプラ イ マー１ 回、 調合ペイ ント の２ 回塗り と する。

電気設備工事　特記仕様書 －

加古川市別府町宮田町３ ７

本工事は引込開閉器盤以降、 動力分電盤の改修及び、 空調開閉器盤に至る配管配線を行う 工事と する。

工事編） 平成２ ２ 年度版」 及び、 同「 公共建築設備工事標準図（ 電気設備工事編） 平成２ ２ 年度版」 による。

又、 改修工事については、 同「 公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編） 平成２ ２ 年度版」 による。

４ ． 　 機器類の付属品及び予備材料

５ ． 　 その他係員が指示する資料・ 材料・ 器具類

４ ． 外壁等に金物類を取付けるためのボルト 穴を開ける場合は、 コ ーキングにて防水処理を行う こ と 。

建築工事特記仕様書を参照

幼稚園

建築工事特記仕様書参照

地　 下　 　 　 　 　 階　 ・ 　 地　 上　 　 ２ 　 　 階　 ・ 　 塔　 屋　 　 　 　 　 階

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事  （別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）  

１００４.９１㎡

図
面
名
称

工
事
名
称

作図 平成２４年　３月　　日

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）
Ｅー１

石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

注 記

●

　について工事引渡しまでの期間、火災保険に付すること。またその写しを提出のこと。

　部分払いを請求しようとするときは、当該請求にかかる工事の出来高部分及び検査済工事材料に相応する請負代金相当額以上

　ただし、施工の記録・工事写真等の完成検査資料の提出及び完成検査については、工期内とすることができる。

　平成２４年７月１日には、各園において空調設備の利用ができるよう工程管理を行うこと。

（施工者）株式会社ほうらい電気

竣工図

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日
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池澤総合計画株式会社
IKEZAWA GENERAL ARCHITECT CORP

PHONE:079-427-1221(代表) FAX:079-427-1225
一級建築士事務所　登録第400213号
一級建築士　大臣　登録第 77775号 池澤文雄

加 古 川 市 野 口 町 良 野 １ ７ ６ ３ 図
面
名
称

縮
　
　
尺

図
　
　
番

1/200

Ｓ =１ ： ５ ０

配置図 Ｓ =１ ： ２ ０ ０

ＷＳ

▽Ｇ Ｌ

動力分電盤

（ 内部改修）
※上記改修結線図参照

電灯用引込開閉器盤 電灯用引込開閉器盤

※上記改修結線図参照

（ 既設のまま）

電灯用引込配管配線 動力用引込配管配線

ＥＭ-Ｉ Ｅ２２゜ ｘ ３（ ＧＰ２ ８）

露出･･･新設

ＥＭ-Ｉ Ｅ２ ２゜ ｘ ３（ プリカＦ ３０）

（ 既設）

ＥＭ-ＣＥＴ ２２ ゜  Ｉ Ｅ５ . ５ ゜ （ ＧＰ４２ ）

露出･･･新設

露出･･･新設

ＥＭ-ＣＥＴ ２ ２゜  Ｉ Ｅ５ . ５゜ （ プリカＦ ５０）

露出･･･新設

引込部改修

（ 右図参考図参照）

改修後 引込廻り 　 参考図

改修後 既設 動力引込開閉器盤　 結線図

３ φ３ Ｗ２ １ ０ Ｖ

（ 引込開閉器盤よ り ）

ヨ  ビ 室外機

新設

ＥＭ-ＣＥＴ ２２ ゜  Ｅ５ . ５゜

３ φ３ Ｗ２ １ ０ Ｖ

（ 電力会社よ り ）

ＷＨ

ＭＣＣＢ３ Ｐ

動力分電盤

２ ２゜ ｘ ３

引込配線新設

引込開閉器盤より ： 新設

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０/３０

ＥＬ ＣＢ３Ｐ
５ ０/２０

１００ /１００

新設

空調開閉器盤

ＭＣＣＢ３ Ｐ

改修後 既設 動力分電盤　 結線図

ＣＥＴ ２ ２゜ -３ Ｃ Ｅ５ . ５゜

盤内配線： 新設
（ １ ５ . ８ ｋ Ｗ）

ＥＭ-ＣＥＴ ２２゜  Ｅ５ . ５゜

動力分電盤送り ： 新設

職員室Ａ Ｃ

（ 既設）

（ ２ . ０ ４ ｋ Ｗ）

既設

（ １ . ０ ４ ｋ Ｗ）

（ １６ . ８４ｋ Ｗ）

（ １ ６ . ８ ４ ｋ Ｗ）

（ 既設改修）

（ １６ . ８４ｋ Ｗ）

スペ スーに取付

注  記

１ .  本工事空調機設置に伴う 、 容量変更・ 引込配線サイ ズ変更等の電力会社への打合せは、 すべて本工事と する。

（ 内部改修）

内部端子台新設

（ １００ Ａ）

内部ブレ カー 新ー設

（ ＭＣＣＢ３Ｐ１ ００/１００ ）

Ｓ Ｅ -Ｂ

配置図
既設引込開閉器盤･動力盤 改修 参考結線図

既設引込廻り 参考図

１３ ０Ａ端子台

今回増設部分

ＥＭ-Ｉ Ｅ２ ２゜ ｘ ３： 新設

盤内配線

分岐端子台
（ 130Ａ）

今回増設部分

５０ /５０

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

窪田 後藤 三村・石原 能瀬・萩原・藤原・横田・高木 石原

参 事 担当課長 副課長 係 長 担 当

工
事
名
称

作図 平成２４年　３月　　日

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）
Ｅー２

竣工図

（施工者）株式会社ほうらい電気

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日

3Φ3Ｗ-210Ｖ



棚

洗濯室

保健室

園長室
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教材室

階段室

上る

倉庫

便所

押入 ト コ

和室　 8帖

湯沸室
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通路通路
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壁通芯

壁通芯
柱通芯

柱通芯
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踏込

1, 500
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0
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0

1, 200
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手洗い新設

物置
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0
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池澤総合計画株式会社
IKEZAWA GENERAL ARCHITECT CORP

PHONE:079-427-1221(代表) FAX:079-427-1225
一級建築士事務所　登録第400213号
一級建築士　大臣　登録第 77775号 池澤文雄

加 古 川 市 野 口 町 良 野 １ ７ ６ ３ 図
面
名
称

縮
　
　
尺

図
　
　
番

既設通気孔利用

ＷＳ

（ ＷＰ）

Ｐ . ＢＯＸ
300□ｘ 200

既設スリ ブー利用

既設天井点検口

天井点検口新設

（ 建築工事）
既設スリ ブー利用

天井点検口新設

（ 建築工事）

300□ｘ 200
Ｐ . ＢＯＸ

（ ＷＰ）

天井点検口新設

（ 建築工事）

既設通気孔利用

　 　 　 １ 階平面図 Ｓ =１ ： １ ０ ０

注  記

２ .  露出配管はすべて指定色塗装を行う こ と 。

　 　 について確認するこ と 。

３ .  空調機への電源等接続については、 事前に機械設備工事と 充分打合せを行い容量・ 接続位置等

４ .  空調機への接続部配管は防水被覆付プリ カ と する。

５ .  プルボッ ク スの付記（ ＷＰ ） は防水型と し Ｓ Ｕ Ｓ 製と する。

Ｓ Ｕ Ｓ 製屋外露出型

空調開閉器盤　 Ｓ Ｅ -Ｂ  結線図

ＥＭ-ＣＥＴ ２２゜ Ｉ Ｅ５ . ５゜

１ .  露出配管・ メ タ ルモールの敷設については、 出来る限り 体裁よく 施工を行う こ と 。

Ｐ. ＢＯＸ

（ ＷＰ）

150□ｘ 100

空調動力幹線･･･コ ロ ガシ

空調室外機

Ａ Ｃ Ｐ -Ｂ

ｃ ｏ ｎ ： ４ . ７+（ ４ . ５+４ . ４） ｋ Ｗ

ｆ ａ ｎ ： ０ . ７５ｋ Ｗ

ｆ ａ ｎ ： ０ . ３５ｋ Ｗｘ ２

空調室内機

（ １Φ２ ００Ｖ）

ｆ ａ ｎ ： ０ . １ ５ｋ Ｗｘ ５

ＥＬ ＣＢ３ Ｐ

（ １５ . ０５ｋ Ｗ）

１００ /１０ ０

ＥＬ ＣＢ２ Ｐ

５０ /２０

（ 引込開閉器盤よ り ）

３ φ３ Ｗ２ １ ０ Ｖ

ＣＥＴ ２２゜

（ ０ . ７５ｋ Ｗ）

（ １５ . ８ｋ Ｗ）

Ａ Ｃ Ｐ -Ｂ １ ｘ ５

動力分電盤

（ 内部改修）

空調動力･･･露出

（ ＧＰ４２ ）

空調動力幹線･･･露出

ＥＭ-ＣＥＴ ２２ ゜ Ｉ Ｅ５ . ５ ゜

（ ＧＰ４２ ）ＥＭ-ＣＥＴ ２ ２゜ Ｉ Ｅ５ . ５ ゜

空調動力幹線･･･露出

ＥＭ-Ｉ Ｅ２２゜ ｘ ３（ ＧＰ２ ８）

動力引込配線･･･露出

幹線･動力設備 １階平面図 1/100

（ 内部改修）

引込開閉器盤

Ｒ Ｃ 壁はつり 貫通復旧

ＡＣＰ

Ｂ

空調開閉器盤

Ｓ Ｅ -Ｂ

（ 右記結線図参照）

※腰壁に取付

※接続部は プリカ（ Ｆ ５０ ） ＷＰ

（ ＧＰ２ ２）ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０ -３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

空調室内電源･･･露出

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

窪田 後藤 三村・石原 能瀬・萩原・藤原・横田・高木 石原

参 事 担当課長 副課長 係 長 担 当

工
事
名
称

作図 平成２４年　３月　　日

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）
Ｅー３

６. 配管を土中埋設する場合は、根切底を100程度深くし、切込砕石・切込砂利又は山砂の類を敷き

　　込み突き固めた後、管をなじみ良く布設する。

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日

（施工者）株式会社ほうらい電気

竣工図

※盤渡り 配管配線

ＳＥ

ＥＭ-ＣＥＴ １４ ゜ Ｉ Ｅ５ . ５゜ （ ＧＰ４２）
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池澤総合計画株式会社
IKEZAWA GENERAL ARCHITECT CORP

PHONE:079-427-1221(代表) FAX:079-427-1225
一級建築士事務所　登録第400213号
一級建築士　大臣　登録第 77775号 池澤文雄

加 古 川 市 野 口 町 良 野 １ ７ ６ ３ 図
面
名
称

縮
　
　
尺

図
　
　
番

1/100

ＡＣＰ

Ｂ１

ｘ ５

（ ＧＰ２２ ）

ＥＭ-Ｉ Ｅ２ ２゜ ｘ ３（ ＧＰ２８ ）

動力引込配線･･･露出

幹線・動力設備 ２階平面図

Ｓ =１ ： １ ０ ０　 　 　 ２ 階平面図

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０ -３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

（ 天井内コロガシ）

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０ -３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

（ 天井内コロガシ）

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０ -３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

空調室内電源･･･露出

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０-３ Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

（ 天井内コロガシ）

Ｅー４
別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

窪田 後藤 三村・石原 能瀬・萩原・藤原・横田・高木 石原

参 事 担当課長 副課長 係 長 担 当

工
事
名
称

作図 平成２４年　３月　　日

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）

（施工者）株式会社ほうらい電気

竣工図

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０-３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

カ バープレ ート （ メ タ ルモｰルＡ 　 Ｓ ･Ｂ Ｏ Ｘ に取付）

150□ｘ 100
Ｐ . ＢＯＸ

（ ＷＰ）

腰壁はつり 貫通復旧

電源接続用ｘ ５ ヶ 所

（ Ｏ. ＢＯＸ : ４角中浅）

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０ -３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

（ 天井内コロガシ）

ＥＭ-ＥＥＦ ２ . ０ -３Ｃ ･･･１Ｃ-Ｅ

（ 天井内コロガシ）

点検口新設

（ 建築工事）

3Φ3Ｗ-210Ｖ
電力会社よ り



池澤総合計画株式会社
IKEZAWA GENERAL ARCHITECT CORP

PHONE:079-427-1221(代表) FAX:079-427-1225
一級建築士事務所　登録第400213号
一級建築士　大臣　登録第 77775号 池澤文雄

図
　
　
番

縮
　
　
尺

加 古 川 市 野 口 町 良 野 １ ７ ６ ３

機 　 械 　 設 　 備 　 工 　 事 　 仕 　 様 　 書

　　I　工 事 概 要

　　　　１．工事名称

　　　　２．工事場所

　　　　３．建物概要

構造 階数建物名 延面積（ｍ2） 消防法令別表第一

　　　　４．工事種目 ●印をつけたものを適用し、各一式とする。
　　建　物　名種　　目

空気調和設備 　　　　● 　　　　○ 　　　　○
換気設備 　　　　○ 　　　　○ 　　　　○

共
通
適
用
項
目

排煙設備 　　　　○ 　　　　○ 　　　　○
自動制御設備 　　　　○ 　　　　○ 　　　　○
衛生器具設備 　　　　○ 　　　　○

　　　　○給水設備

排水設備 　　　　○ 　　　　○
給湯設備 　　　　○ 　　　　○
消火設備 　　　　○ 　　　　○

　　　　○ 　　　　○ガス設備

浄化槽設備

厨房機器設備 　　　　○ 　　　　○ 　　　　○

　　　　５．工事期限

　　　　　　　※建築工事の工期に準ずる　　 　　　 　　○ 平成　　　年　　月　　　日　完成

　　　　　　　○但し、上記工事種目のうち下記工事については   平成　　年　　月　　日　完成

　　Ⅱ　工 事 仕 様

　　　　１．共通仕様

（以下、｢標準仕様書｣という）及び同 ｢公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成22年版)｣(以下、｢標準図｣という)による

また、改修工事については、同｢公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成22年版)｣(以下、｢改修仕様書｣という)による

　　　　２．特記仕様

章 特記事項項目

　●設 備 機 材 等

　●機材等の検査及び試験

　●監理技術者の資格

　○電気保安技術者

　○技　　能　　士

一
般
事
項

　○監督員事務所

　●工事用電力・水・その他

　●工事用仮設物

　●官公署その他への手続き

　●化学物質を発散する
建築材料等の使用制限

　●発生材の処理等

　●完　成　図　等

　●著作権・使用権等

　●工　事　写　真

　○完　成　写　真

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の｢公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成22年版)｣

備考

換気設備○

排煙設備○

　○火　災　保　険

衛
生
器
具
設
備

　電源供給方式は　　　※AC100V　　　○電池式　　　○水流発電充電池　

　電源供給方式は　　　※AC100V　　　○電池式　　　○水流発電充電池　

給
水
設
備

　○排　水　方　式

排
水
設
備

　○放　流　先

　○配　管　材　料

（図面特記部分は除く）

　●撤 去 工 事 　撤去後の補修は、原則として原状復旧とする

撤
去
・
改
修
工
事

　○保　温　材 　１）引渡しを要する配管、ダクト等の保温材は分離する

　○撤　　　去

　○冷媒の回収

　●配　管　材　料

（図面特記部分は除く）

　　　　　　　　　　　　注：ステンレス管：呼び径60Su以下は、拡管式、75Su以上は溶接接合

　○水　栓　柱

　●管の埋設深さ

　名称：　○加　入　金　等

　　　［屋　内］　　○ポリ粉体鋼管（ＰＤ．ＦＰＤ）　　●ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○水道用ポリエチレン管（熱融着）　○塩ビライニング鋼管（ＶＤ，ＦＶＤ）

　　　　　　　　　　○塩ビライニング鋼管（ＶＤ，ＦＶＤ）

　　　［屋　外］　　※水道用ポリエチレン管（ＰＥＰ）　○ビニル管（ＨＩＶＰ）

　１）汚　水　　　　　　　○直放流下水管　　○浄化槽

　２）雑排水　　　　　　　○直放流下水管　　○浄化槽　　○別途桝側溝（建築工事）

　１）屋内汚水管　　　　　○排水用塩ビライニング鋼管　　○メカニカル形排水用鋳鉄管　　○耐火二層管

排
　
煙
　
設
　
備

　○排　煙　口

そ
の
他

　○主　方　式

　○主要熱源機器

　○冷     媒

　○設計時の温湿度条件 　　　　屋　　　内　　（調　整　目　標　値）屋外
　場　　所

一　般　事　務　室

　時　　期 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

空
気
調
和
設
備

　冬　　期 　　　　％ 　　　　℃　　　　℃ 　　　　℃ 　　　　％　　　　％

　　　　％ 　　　　％　夏　　期 　　　　℃ 　　　　％ 　　　　℃ 　　　　℃

　○ダクトの種別 　※低圧ダクト　　　○高圧１ダクト　　　○高圧２ダクト

　○ダクトの工法

　○ダクトの分岐方法

　○チャンバー等 　シーリングディフューザー及び線状吹出口には下記のチャンバーを設ける

シーリングディフューザー 線状吹出口

寸法形 番 寸法 記 号

（吹出口長さ＋１００）×３００×３５０Ｈ×0.6ｔ　12.5 ３５０×３５０×３００Ｈ×0.6ｔ　 ＢＬ－Ｓ

（吹出口長さ＋１００）×３００×３５０Ｈ×0.6ｔ４００×４００×３００Ｈ×0.6ｔ　 ＢＬ－Ｄ　１５

ＢＬ－Ｔ （吹出口長さ＋１００）×３００×３５０Ｈ×0.6ｔ　２０ ４５０×４５０×３００Ｈ×0.6ｔ　

　２５ ５００×５００×３００Ｈ×0.6ｔ　 ＣＬ （吹出口長さ＋１００）×３００×３５０Ｈ×0.6ｔ

５５０×５５０×３００Ｈ×0.6ｔ　　３０

　消音内貼　　※要（標準仕様書第２編表２．３．２　Ｌによる）　　○不要

●配　管　材　料

　（図面特記部分は除く）

○温　度　計

　○定風量ユニット

　　変風量ユニット

　○ファンコイルユニット
　　カセット形
　　　ファンコイルユニット

　○オイルサービスタンク

　○地下オイルタンク

　○鋼板製煙道

　○ばい煙濃度計

　○ばいじん量測定口

　○瞬間流量計

　○保温及び塗装
（図面特記部分は除く）

　○ダクトの種別

　○ダクトの工法

換
　
　
気
　
　
設
　
　
備

　○ダクトの分岐方法

　○消音ボックス付送風機

　○排気フード

　　　※本工事　　　○別途工事

　○保　温

工事内容 本 工 事 電気設備工事

　２）電気設備工事との取合い（その２）共
　
通
　
適
　
用
　
事
　
項

（１）　項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は※印を適用する

（２）　工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による

施設別

○特定 ○一般

○特定 ○一般

　●施工中の安全確保・環境保全

　　　　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニル管(VP)（1F露出部はカラーVP)　○リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP)

　　　　　　　　　　　　　○リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP)

　２）ダクト及び配管等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する

　○アスベスト処理・報告

　公共建築改修工事標準仕様書第３編２．１．２２による

　撤去前に内容物の回収を要する機器・配管（冷媒・吸収液・廃油）は、　※図示　　　○

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）第9章第1節による

　改修・撤去部分にアスベスト材料が使用されている疑い有るときは、直ちに監督職員に報告のこと

　○撤去再取付機器の機能ﾁｪｯｸ 　再取付を行う機器は、取り外し前に機能ﾁｪｯｸを行い、不具合が有れば必ず監督職員に報告すること

　○満水試験継手

　○煙　試　験

　○負　担　金

　○給　湯　方　法

給
湯
設
備

　○配　管　材　料

　○保　温

　○貯　湯　槽

　○電気防食措置

　○消火設備の種類

消
火
設
備

　○屋内２号消火栓箱

　○表　示　灯

　○配　管　材　料
　（図面特記部分は除く）

　○保　温 　消火用充水タンクの保温を　　※施工する（膨張タンクに準ずる）　　○施工しない

ガ
ス
設
備

浄
化
槽
設
備

　○処　理　方　法

　５）流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管でもよい（保温不要）

　６）鋼管類のポンプアップ排水用の配管は　　※コーティング鋼管　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

　７）排水用塩ビライニング鋼管の、継手との接合に際しての、管の先端と継手本体の差し込み段差

　　　との間の、管の熱伸縮を緩和する隙間は　　　※不要　　○要　　とする。

　消火用呼水タンクの保温を　　※施工しない　　　　　　　　　　　　○施工する（膨張タンクに準ずる）

　消火用配管の保温を　　　　　※屋外露出部のみ施工する　　　　　　○施工する

　○都市ガス発熱量　46050kJ/Nm3 　   　○液化石油ガス（※５０ｋｇ　  ○２０ｋｇ）

　２）地中配管（屋内及び屋外）　○合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ）　※ポリエチレン管（ＰＥ）

　１）一般配管　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　　○

　　　　　　　　　　　　　○下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管(RS-VU)

　　　　　　　　　　　　　○耐火二層管　　　　　○リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管（RF-VP）

　４）通　気　管　　　　　※配管用炭鋼鋼管（白）　　　　○排水用塩ビライニング鋼管　

　　　　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニル管(VP)　　　　○硬質塩化ビニル管(VU)

　　　　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニル管(VP)　　　　○耐火二層管

　２）屋内雑排水管　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　　○排水用塩ビライニング鋼管（40φ以上）

　３）屋外汚水・雑排水管　○硬質塩化ビニル管(VP)　　　　○硬質塩化ビニル管(VU)

　　　　　　　　　　　　　○リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管（RF-VP）　○リサイクル硬質塩化ビニル管(RS-VU)

　　　とし、継手は、ねじ接合、フランジ接合又は、ハウジング形管継手とする　

　８）耐火二層管の保温は　　　　　　　※不要　　　○要　　

　　　　再生ビニル管（RF-VP）の保温は　 ※要　　　　○不要

　　　○　※

　　　○　※

○ ※

　　　○　※

　　　※　○

○一般の施設
機  器  種  別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

機器 2.0 1.5 1.5 1.0

2.0 2.0 2.0 1.5防振設置機器上層階・屋上・塔屋

2.0 1.5 1.5 1.0水槽類

機器 1.5 1.0 1.0 0.6

1.5 1.5 1.5 1.0中間階 防振設置機器

1.5 1.0 1.0 0.6水槽類

機器 1.0 0.6 0.6 0.4

1.0 1.0 1.0 0.6防振設置機器地階・１階

1.5 1.0 1.0 0.6水槽類

　○溶　接　接　合

　●土中埋設管の埋戻し土

　○地中埋設標及び埋設表示ﾃｰﾌﾟ

　○防　食　処　置

　○保温及び塗装

　○ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ及びﾗｲﾆﾝｸﾞ

　○進相コンデンサー

　○電線及び電線管

　●ボ　ッ　ク　ス

　○容量等の表示

　○ス　リ　ー　ブ

　○足場・さん橋類

　○残　土　処　分

　○鋼　材　工　事

　○は　つ　り

　○耐震性能の確認

      イ）設計用水平震度

      ロ）鉛直震度は、水平震度の１／２とする

　○防煙ダンパー
　　防火防煙ダンパー

　○消 音 内 貼

　○フランジ用ガスケット

　○たわみ継手

　○ドレン抜き

　○取　付　枠

　○ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ用合成樹脂ｷｬｯﾌﾟ

　○天井仕上区分

　○掲　示　板

　○ｼﾝﾅｰ等有機溶剤の盗難防止

　○他工事との取合い 　１）建築工事との取合い

本工事工事内容 建築工事

　　　○　　※　機器の基礎

　　　※　　○　

　　　●　　※　

　　　○　　※　

　　　○　　○　

　　　○　　※　はり、床

　　　※　　○　　壁貫通スリーブ

　　　○　　※　

　　　○　　※　

　　　○　　※　床、壁貫通の型枠

　　　※　　○　

　　　○　　※　

　　　○　　※　

　　　○　　※　

　　　●　　※　天井・壁の切り込み

　　　●　　　　●　　※　

　　　●　　※　

　　　※　　○　外壁取付ガラリ

　　　※　　○　換気扇の取付鋼枠

　　　※　　○　防油堤

　　　※　　※　撤去工事

本 工 事工事内容

　　　○　※

　　　※　○

　　　※　○

電気設備工事

　２）電気設備工事との取合い（その１）

　　　※　○

※

※

※

※ 　　　○　

　　　○　

　　　○　

　　　○　

　　　○　

※特定の施設

　○配　管　材　料

　○一　般　用　弁

　
共
　
通
　
適
　
用
　
項
　
目

　○伸 縮 管 継 手

　○ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ

　○配管の建物導入部の変位吸収

　○管　の　接　合

　※労　務　費　調　査

　　　　　　　　　　　○ステンレス鋼管（ＳＵ）　○架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（ＰＥＰ）又はポリブデン管

　　　　　　　　　　　○ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ．ＳＧＰ－ＦＰＡ）（継手のコアの材質はポリエチレン製）

　　１）一般配管　　　○ビニル管（ＨＩＶＰ）　　○塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ．ＳＧＰ－ＦＶＡ）

　　２）地中配管　　

　※合成樹脂製(70×70×1,360H）　　○ステンレス製（　　　　）　　○人造石とぎ出し製（　　　　）

　　３）給水引込　　 　○ビニル管（ＨＩＶＰ）　※水道用ポリエチレン管（ＰＥＰ）　　○（　　　　　　　　）

　●水道直結方式　　○直結増圧方式

　○高置水槽方式　　○圧力水槽方式　　○タンクレス給水方式

　手洗い、洗面の排水トラップとＶＰとの接続には排水管接続アダプターを使用する

　※設ける(ピット内は除く)　　　○設けない

　２）洗面器の水栓は自動水栓とする

　　４）ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途電気設備工事とする

　　３）復帰装置　　　○手元復帰式（○手動式　○電気式）　　○遠方復帰式

　　２）排煙口の作動　○手　　　動（○機械式　○電気式）　　○煙感知器連動

　　１）形　　状　　　○スリットフェース形　　○パネル形　　○ダンパー形

　※アングルフランジ工法

　○廊下　　○事務室　　○図示　　　　　　　最大面積　　　　　㎡　○排煙対象部分

　○ダクトの種別

　○ダクトの工法

　○ダクトの材料

　○保　温

　○擬　音　装　置

　○小便器用節水装置

　○自　動　水　栓

　○身障者用器具

　○大便器耐火カバー

　○排　水　接　続

　●給　水　方　式

　○タンク材料（受水槽）

　○タンク材料（高架水槽）

　水栓の取付け高さは約600Hとする。

　１）一般敷地　　　　※３００ｍｍ　　　○　　　　　２）構内車両通路　　※６００ｍｍ　　○

　○不要　　○要（○本工事　　※別途工事）

　汚水と雑排水　　屋内　　※分流式　　○合流式

　　　　　　　　　屋外　　○分流式　　※合流式

　ポンプ排水　　○あり（○汚物　　○雑排水　　○汚水）　　　○なし

　雨水と汚水雑排水　　　※分流式　　　　　　　○合流式

　※不要　　○要

　※要（図示箇所に取付ける）　　○不要

　○不要　　○要（○本工事　　※別途工事）

　名称：

　○中央式　　　○局所式

　○銅管（壁又は床埋設する場所は、保温付被覆銅管を使用してもよい）

　○銅管（ＣＵＰ）　○機器付属SUSフレキ管

　１）膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる

　２）ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、標準仕様書第２編表２．３．５によるh・(ｲ)・VIIとする

　※クラッド鋼板製　　○ステンレス鋼板製

　クラッド鋼板製及びステンレス鋼板製の貯湯槽には下記の防食措置を施すものとする。

　○屋内消火栓　　　○スプリンクラー　○二酸化炭素消火　○泡消火　○不活性ガス消火

　○連結送水管　○連結散水装置（注）　○フード等用簡易自動消火装置　○屋外消火栓

　屋内消火栓箱には、消火ポンプ運転表示灯取付用口を設ける

　ホース、ノズル、開閉弁の圧力損失の合計値は　0.215MPa(2.2kgf/cm2)　以下とする

　２）地中配管（屋内及び屋外）　　※ポリエチレン外面被覆鋼管(SGP-PS)　　○塩化ビニル外面被覆鋼管(SGP-VS)

　１）一般配管　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）

　○ネジ工法　　○ＳＧＭ工法　　※融着（ＰＥ）

　※溶接工法

　○本工事（外部出力端子　※無し　○有り）　　　※別途（電気設備工事）

　※ユニット形　（国土交通大臣の認定を受けたもので、兵庫県知事に届け出のあるものとする）

　○不要　　○要（○本工事　　※別途工事）

　○現場施工形

　○小規模合併処理（別図参照）

　○合併処理（別図参照）

　○ガスの種類

　○ガスメーター

　○配　管　材　料

　○土中埋設管の接合方法

　○ピット内施工法

　○ガス漏れ警報器

　○負　担　金

　○形　式

　４）排気ダクトの保温　　　　○屋外開口部から2mの範囲には保温を行う

　３）外気取入ダクトの保温には保温を行う

　２）全熱交換形換気扇の給気ダクト（本体～外気取入口）、排気ダクト（本体～外壁）には保温を行う

　１）多湿箇所のダクトの保温　　　※不要　　○要

　３）グリースフィルターの予備　　※不要　　○要

　２）排気フード廻りに取付ける幕板は、上記フードと同材質とする

　　　※ステンレス鋼板（補強共）　　○亜鉛鉄板

　１）排気フードの補強、支持金物、接合剤等は亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものとし、材質は下記による

　　　上記１）～４）で保温を行う場合の仕様は、標準仕様書第２編３．１．４の表２．３．２による

　給気用ダクト　※割込み方式　　○直付け方式

　排気用ダクト　※割込み方式　　○直付け方式

　標準仕様書第３編１．１１．３の当該事項による

　○アングルフランジ工法　○コーナーボルト工法（適用範囲は空気調和設備の項目と同様）

　※低圧ダクト　　○高速１ダクト　　○高圧２ダクト

　12）還りダクトの保温　　　機械室、DS等非空調の室内および天井裏　　　　には保温を行う

　　　再生ビニル管（RF-VP）の保温は　※要 　 ○不要

　11）耐火二層管の保温は　　　　　 　※不要　○要

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　10）下記部分の冷却水配管は、保温（凍結防止）を行い、仕様は温水管の項に準ずる

　９）蒸気管及び還水管等で火傷を想定される配管は火傷防止対策を行うこと

　８）保温を施す膨張タンク等のふたの保温は　※要　○不要　とする

　７）膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる

　６）トラフ内の油管はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする

　５）加湿用給水タンクの保温は膨張タンクに準ずる

　４）エア抜き管の保温厚は２０ｍｍとし、仕様は当該配管の項に準ずる。又、保温を行う範囲はエア抜き弁までとする

　３）弁・ストレーナなどの金属製カバー外装種別は、下記による

　２）ファンコイルユニット等のドレン管の保温は、給排水設備工事の排水管による

　１）冷媒管の保温外装は下記による

　標準仕様書の当該事項による。ただし、下記部分は本仕様とする

　　　ロ）その他　※ステンレス鋼板　　○カラー亜鉛鉄板　　○アルミニウム板

　　　イ）屋内　　※カラー亜鉛鉄板　　○ステンレス鋼板　　○アルミニウム板

　　　　　　　　　○保温化粧ケース　（○樹脂製　　○アルミ合金製　　○溶融亜鉛めっき鋼板製　　○ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製）

　　　　［屋外］　●ステンレス鋼板　　○カラー亜鉛鍍鉄板

　　　　　　　　　露出部　　○樹脂製化粧カバー　　　●保温化粧ケース　（●塩化ビニル樹脂製　　○　　　　　　　　）

　　　　　　　　　保温化粧ケースの下部カバーは　※要　　○不要　とする

　６）遠隔油量指示計　　※設ける

　５）基礎杭は　　　　　※不要　　　○要

　厚さ　　※３．２ｍｍ　　○４．５ｍｍ

　○設けない　　○設ける（電源はボイラー制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む）

　※ファン付き　○ファンなし

　煙道に８０φ以上のフランジ付きの検査口を設ける

　○固定形　　○着脱可能形(測定用タッピング、本体)

　　　　　　　　　　　　　　　タンク外面防護処置を　　○施工しない　※施工する

　　　　　　　　　　　　　　　内部充填砂は　　　　　　※本工事　　　○別途建築工事

　　　※設ける　　　　　　　　コンクリート躯体工事は　※本工事　　　○別途建築工事

　　　○設けない（コロッケ形）コンクリート工事は　　　※本工事　　　○別途建築工事

　３）タンク室を

　２）ふたは　　※ＷＰＭ－ＡＷ形　　○ＷＰＭ－ＤＷ形

　１）Ｔｏ　－　　形

　　○満油警報　　○遠隔警報　（○減油　　○満減油）　

　　○給油ポンプの起動、停止制御用　　○返油ポンプの起動、停止制御用

　２）油面制御装置の機能は下記による。

　１）油面計　※ゲージ式　　　○ガラス管式

　４）リネン使用が多い場所（病室等）に設置するﾌｨﾙﾀｰはﾊﾟﾈﾙ型ﾌｨﾙﾀｰ(標準仕様書第３編１．８．１)とする

　３）ドレンパンはＳＵＳ３０４とする。

　２）風量分配ダクト　○亜鉛鉄板製　　○自己消火性のポリスチレンフォームなど

　１）付属品その他　　※流量調整弁　　○定流量弁（流量の調節が容易なもの）

　○メカニカルタイプ　　○風速センサータイプ

　※工業用バイメタル式温度計　　○ガラス製棒状温度計　　○ガラス製二重管温度計

　温度計は下記による。

　９）パッケージ形空気調和機のユニット間の専用配線部品等は　　●図示　　○製造者の標準仕様　

　８）冷媒管　　　　○銅管　　　　○鋼管　　　　●断熱材被覆銅管（保温厚10㎜　メーカー標準品）

　　　　　　　　　　○ＡＣドレンパイプ（結露防止層付）屋内天井内、露出部　○耐火二層管　

　　　　　　　　　　○排水用塩ビライニング鋼管（４０φ以上）　●硬質塩化ビニル管(ＶＰ)屋外露出部はカラーＶＰ

　７）空調用排水管　○配管用炭素鋼鋼管（白）　（○ねじ接合　○MDジョイント）

　　　　　　　　　　○ビニル管(ＨＩＶＰ)　　○塩ビライニング鋼管(ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ)

　　　　　　　　　　○ポリ粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ．ＳＧＰ－ＦＰＡ）　　

　６）空調用給水管　○ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）：呼び径60Su以下は拡管式、75Su以上は溶接接合

　５）油管　　　　　一般配管　※配管用炭素鋼鋼管（黒）［トラフ内共］

　４）蒸気還管　　　※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　○ステンレス鋼管

　３）蒸気給気管　　※配管炭素鋼鋼管（黒）　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

　　　　　　　　　　○塩ビライニング鋼管(ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ)

　　　　　　　　　　○ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＡ．ＦＰＡ）　　

　２）冷却水管　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　○ステンレス鋼管　　

　１）冷温水管・膨張管・エアー抜き管・膨張タンクより、ボイラー等への補給水管

　　　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　○ステンレス鋼管

　※割込み工法　　○直付け工法

　○アングルフランジ工法　○コーナーボルト工法（○共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法　　○ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法)

　○

　○ボ　イ　ラ（　　　　　　）　　　　　　　　　　　　○地域冷暖房（　　　　　　）

　○吸収式冷温水機（　　　　　　）　　　　　　　　　　○冷　凍　機（　　　　　　）

　○コージェネレーション装置（　　　　　　）　　　　　○氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ（　　　　　　）

　○

　○Ｒ４０７ＣまたはＲ４１０Ａ　　　○１３４ａ　　　○

　○HFC-134aを使用した冷凍機は、１台ごとに標準仕様書に規定する材料の試験を実施しその試験表を提出すること

　○個別方式　　　　　 ●パッケージ形空気調和機　　○

　　　　　 　　 　　 　○

　○空気調和　　　　　 ○全空気方式　（○中央　　○各階ユニット）

　　　　　 　　 　　 　○ファンコイル・ダクト併用方式

電極棒及び電極帯

地震感知器とバーナー間の配管配線

地震感知器と緊急遮断弁間の配管・配線

現地盤から電気中央監視・警報盤への配管・配線

現地盤から機械中央監視・警報盤への配管・配線

機器付属の制御盤以降の二次側配管・配線（接地共）

機器付属の制御盤への一次側電源供給配管・配線（接地共）

自動制御盤と動力制御盤への電源供給配管・配線(接地共）

自動制御盤と調節、検出、制御機器との配管・配線

天井用換気扇と操作ｽｲｯﾁとの渡り配管・配線

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型空調機の室内外間の信号配管・配線

小便器用節水装置への電源供給配管・配線

　機器撤去後の復旧及び補修（仕上げ含む）

　油サービスタンクの防油堤

　サッシパネル（ガラリ共）

　墨出し

　ダクト、チャンバーの取付枠及び防虫網を含む

　下地の補強を要しないもの

　下地の補強を要するもの（補強共）

　施工後の穴埋め

　墨出し

　補強を要しないもの

　補強鉄筋

　吹出口、吸込口、換気扇、大便器等の型枠）

　補強を要するもの（盤類、ダクト、消火栓箱

　施工後の穴埋め（はつり貫通部分）

　補強を要しないもの

　補強鉄筋

　補強を要するもの

　特記した基礎　　（　　　　　　　　　　　）

　架台、アンカーボルト（架台は壁付部のみ）

　屋外設備（架台共）（アンカーボルトを除く）

　屋上設備（架台、アンカーボルトを除く）

　屋内設備（受水槽を除く）

　厳重に保管すること

　トルエン、酢酸エチル又はメタノールを含有するシンナー、接着剤、塗装及びシーリング材の保管は盗難防止に留意し、

　機械室に操作順序、注意事項、連絡先及び系統図などを記載した掲示板を設ける

　(　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す

　屋外設置機器のアンカーボルトのナット部分に合成樹脂製キャップを　※冠せる　　○不要

　防火区画部に取付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する

　外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー類に設ける

　標準仕様書第３編１．１４．９の当該事項による

　また、厚さはアングル工法ダクトは３ｍｍ以上、コーナーボルト工法ダクトは５ｍｍ以上とする

　４）ダクトの消音内貼部における保温種別は、サプライチャンバーと同様とする

　標準仕様書第３編２．２．２．３の当該事項による

　　　・空気調和機、送風機の吐出し側及び吸込み側に取り付けた内貼りのあるチャンバー

　　　・送風機の吸込み側（＃３または羽根径５００ｍｍ以上）

　　　・厨房排気ダクト（ダクト及びダンパーの清掃が容易なように設ける。最大間隔は５ｍとする）

　３）点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする　　寸法300W×500H　取付箇所は下記による

　２）チャンバーの寸法は、外形寸法を示す　（但し、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す）

　１）消音内貼り部分の外部保温は　　※不要　　○要

　ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り（箇所図示）は下記による

　尚、ダンパーは(財)日本建築センターの防災評定マークを貼付したものとする

　復帰方式は　　※遠方復帰式　電気式（定格入力　DC24V 0.6A以下）　　○手動復帰式

　重要機器類：防災機器、受水槽、発電機装置、火気使用の機器、１００ＲＴを越える冷凍機・冷却塔等

　重要機器類は図示による他、以下のものをいう。但し、防災機器以外で、重量１００kg未満の機器は除く

　６）下記の設計用水平震度及び鉛直震度により、据付ﾎﾞﾙﾄ・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の耐震性能を確認し、監督職員の承諾を受ける

　５）重要機器類以外の機器にあって、あと施工アンカ－で固定するときは監督職員が指示する報告書を提出すること

　４）あと施工アンカ－以外のアンカ－で固定する重要機器類のアンカ－は施工写真を提出すること

　３）あと施工アンカ－により固定する重要機器類については抜き取りによる耐力試験を実施すること。抜き取り検査を

　　　カーについて充分な技能及び経験を有した者で、監督職員が認めた者とする

　２）あと施工アンカーを施工する作業者は、｢(社)日本建築あと施工アンカー協会｣の資格を有する者又はあと施工アン

　　　行う重要機器、箇所、抜き取り数は監督職員との協議による。抜き取り検査を行わなかった機器は、監督職員が

      指示する報告書を提出すること

      計算書を提出し承認を得る。 　○配管・ﾀﾞｸﾄの耐震計算を行う場合は上記基準を参照する

　１）設備機器は、｢建築設備耐震設計・施工指針1997版｣(建設省住宅局建築指導課監修)による応力計算及び固定を行い、

　はつり作業を行う場合は、非破壊検査を　　※行わない　　●行う（超音波検査）

　既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰを使用する

　改修仕様書第２編４による

　標準仕様書第２編２．８．１(a)による

　１）配管の吊り及び支持などは標準仕様書第２編２．６．１及び２．６．３の当該事項による

　２）ダクトの吊り及び支持などは標準仕様書第３編２．２の当該事項による

　１）給水・井水管　　地中埋設標（※要　　　○不要）　埋設表示用テープ（※要　　　○不要）

　配管の防食処置は、標準仕様書第２編２．７．３の当該事項による

　２）車庫内のダクト及び配管の保温は、機械室に準ずる

　３）車庫、(　　　　)に露出のダクト及び配管の塗装は　　※行う　　○行わない

　エポキシ樹脂コーティング及びライニングの乾燥方法は下記による

　１）自動制御設備計装用電線は標準仕様書による

　機器付属金物及び配管、ダクトの支持金物は標準仕様書第２編第２節の当該事項による

　○構内指示の場所にたい積　　○構外搬出適切処理

　※構内指示の場所に敷きならし　　

　※別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる　　　●本工事で定置する

　紙製仮枠としてもよい。（標準仕様書第２編２．２．２３（ｂ））

　柱、梁および地中壁以外の箇所で、開口補強が不要かつ、スリーブ径が２００ｍｍ以下の部分に使用する場合は、

　ただし、電動機の出力、燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする

　機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする

　ＰＦ管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを原則として使用する

　３）特記なき電線管は、PF管（合成樹脂製可とう管)の一重管とし、いんぺい配管及びｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込み配管に使用する

　２）特記なき電線は、●ＥＭ－ＩＥ電線等　　・一般電線等　　とする

　　※加熱乾燥　　○常温乾燥

　標準仕様書第２編１．２．２の表２．１．６の△印の項目を適用する

      但し、給水管、排水管で、床下、暗渠内、屋外露出及び浴室、厨房等の多湿個所はﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材とする

　１）ﾛｯｸｳｰﾙ保温材、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材及びﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材が併記されている個所は、どれを使用してもよい

　土中埋設の排水用塩ビライニング鋼管は、防食処置を行う

　　　但し、ステンレス管(Ｓｕ)を使用する場合の管支持・固定間隔は銅管に準じて行うこと

　異種管の接合は標準仕様書第２編２．５．１６の当該事項による

　配管の溶接接合は標準仕様書第２編２．５．１５による

　また、溶接部の非破壊検査は　※適用しない　　○適用する(○放射線透過検査　　○浸透探傷検査又は磁粉探傷検査)

　○異種管の接合

　○区画貫通部の処理

　○配管・ダクトの吊り及び支持

　１）(社)公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業｣によって所要の品質・性能を有す

　　　ることの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写しを監督職員に提出するものとする

　２）標準仕様書第１編１．４．１により、図中｢グリーン購入法適用品｣の記載のあるものは、「環境物品等の調達等

　　　の推進に関する法律」による特定調達物品を示す

　検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書による

　監理技術者を設置する場合、指定建設業監理技術者資格証を有する者とする

　※適用する　　○適用しない

　※配管(配管工事)　　○建築板金（ダクト製作及び取り付け）　　○熱絶縁施工(保温工事)

　○冷凍空気調和機器施工(チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備)

　※設けない　　○構内に設ける

　本工事に必要な工事用電力・水・ガス及び諸手続きなどの費用は、すべて請負業者の負担とする

　構内につくることが　　　※できる　　○できない

　本工事に使用する建築材料等は、設計書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし次の要件を満たすものとする

　工事の施工に必要な官公署その他への手続きは速やかに行う

　(1)保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものとする

　(2)接着剤はﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、

     ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものとする

　(3)塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものとする

　　 なお、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないものとは発散量が規制対象外のものを、発散が極めて少ないものとは発散量が第三

　   種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当する材料等がない場合は第三種のも

　 　のを使用するものとする。また、｢ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量｣は次のとおりとする

　　(a)ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が｢規制対象外｣に該当する建築材料

　　　　１）JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品　　２）建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　　　　３）下記の表示のあるJAS規格品

　　　　　a.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用　　b.接着剤等不使用

　　　　　e.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料使用

　　　　　c.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない材料使用　　d.ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

　　　　　f.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

　　(b)ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が｢第三種｣に該当する建築材料

　　　　１）JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品　　２）建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　標準仕様書第１編１．３．５の当該事項によること

　　　　３）旧JISのEo規格品　　　　　　　　 ４）旧JASのFco規格品

　標準仕様書第１編１．３．６(発生材の処理等)及び改修仕様書第１編５．１(発生材の処理)によること

      引渡しを要するもの　　　※なし　○あり（機器類及び金属類）

      再生資源化を図るもの　　※なし　○あり（　　　　　　　　）

　１）図面　　完成図の作成にあたって、設計図を利用することが　　※不可　　○可

　　　○原図(2部)　　○陽画二ツ折製本(3部)　○縮小版(Ａ４)二ツ折製本(3部)　※ＣＤorＤＶＤ－ＲＯＭ(3部)

　２）機器納入仕様書・取扱い説明書（３部）

　３）保守に関する指導案内書（３部）

　４）ＣＤorＤＶＤ－ＲＯＭ（３部）　JWW又はDXF

　　　○完成図面・施工図面・完成写真・工事写真・機器リストをＣＤorＤＶＤ－ＲＯＭ化したものを提出すること

　　　なお、ＣＡＤデータはｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞｰﾀｰ、PDF方式およびJWW方式またはDXF方式にて提出すること。

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする

　写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「工事写真の撮り方(建築設備編)」に基づき、工事の施工段階及び工事完成

　後に明視できない個所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況等を撮影すること

　写真はアルバムに整理後、施工内容、撮影個所等を記入して提出すること（１部）

　※不要　　　○要（監督員の指示による）

　図面において機能上疑義を生じた場合、検討したのち監督員と協議する

　部分払いを請求しようする時に、当該請求にかかる工事の出来形部分及び検査済み工事材料に相応する請負代金相当額

　以上について、工事完成引渡しまでの期間、火災保険を掛けることが、　　※要　　○不要

　※労務費調査を求められれば、立ち会うこと。これに要する費用は共通費に含まれる

　配管材料は標準仕様書第２編２.１による

　標準仕様書第２編２．２．１（１）～（10）によるほか、下記による

　水道直結部及びポンプ二次側の耐圧はJIS又はJV10K、その他はJIS又はJV5Kとする

　上水用は鉛レス等とする

　鋼管用伸縮管継手は下記による

　　※ベローズ形　　○スリーブ形

　建物導入部配管の変位吸収は、標準図施工４，５のうち下記による

　機器廻りに取付けるﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄは、鋼板に対してはﾍﾞﾛｰｽﾞ形、FRPに対しては合成ｺﾞﾑ製とする

　　○フレキシブルジョイント　　○ボールジョイント　　○スリークッション

　標準仕様書第２編２．５による

　ステンレス鋼管の接合工法は、下記による

　　呼び径60Su以下：拡管式接合

　●配管用炭素鋼鋼管50A以下の配管に限り転造ねじとする。

　　呼び径75Su以上：※ﾌﾗﾝｼﾞ接合(ｽﾀﾌﾞｴﾝﾄﾞ加工)　　○溶接接合　　○ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ形管継手による接合

　　注：ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法は、機外静圧800Pa(80mmH2O)以下で、かつ長辺の長さ1,500mm以下のダクトに適用可

　　ガス供給者より　※借用　○購入　ただし、子メーターは　※購入　○借用

　　ガス供給事業者名：

　　※外部電源方式　　○流電電極方式

　○SUS製一体型　○鋼板製一体型　○SUS製溶接パネル型　○鋼板製溶接パネル型　○FRP製一体型　○FRP製パネル型

　○SUS製一体型　○鋼板製一体型　○SUS製溶接パネル型　○鋼板製溶接パネル型　○FRP製一体型　○FRP製パネル型

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型空調機の操作ｽｲｯﾁ及び、集中ｺﾝﾄﾛｰﾗｰとの渡り配管・配線

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型空調機の室内外間の電源供給(但しﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ型は除く) ※

　　　　　　　　　　地中配管（屋内及び屋外）　※ポリエチレン被覆鋼管

　１）大便器洗浄弁は　※非接触式センサーＦＶ　　　　○くつべら式押しボタン

　床下及び暗渠内の保温　　※不要　 　○要（図示）

　※要　（○AC100V式　　○電池式）　 ○不要

　※亜鉛鉄板製　　　　○普通鋼板

　○高圧１ダクト　　　○高圧２ダクト

　　　　［屋内］　隠蔽部　※不要　　　○要

　４）タンク外面防護処置方式　※アスファルト被覆　　　○エポキシ樹脂被覆

　○パッケージ形空気調和機（●ＥＨＰ　　○ＧＨＰ　　　○水　冷　　○　　　　　　）

　２）消火管　　　　　地中埋設標（※要　　　○不要）　埋設表示用テープ（※要　　　○不要）

　３）ガス管　　　　　地中埋設標（※要　　　○不要）　埋設表示用テープ（※要　　　○不要）

　４）油　管　　      地中埋設標（※要　　　○不要）　埋設表示用テープ（※要　　　○不要）
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　※建築工事特記仕様書参照

加古川市別府町宮田町３７

園　舎 ＲＣ  2 ●特定 ○一般1004.91

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事 （別府町幼稚園遊戯室空調設備整備） 

図
面
名
称

工
事
名
称

作図 平成２４年　３月　　日

別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）
機械設備工事 特記仕様書 Ｍ－１ＮＯＴ

　●設備機能上の協議

　　○風量調整(測定共)　　○騒音の測定　　　　　○初期運転状態の記録　　　　○室内気流及びじんあいの測定

　　○風量調整(測定共)　　○騒音の測定　　　　　○初期運転状態の記録

石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

空気調和設備

　※本工事　　　○別途工事

　※設計図書の意図した機能を満足させるため各機器相互間の総合調整を行う

　総合調整の項目は下記による

　●総　合　調　整

●

　　●騒音の測定　　　　　●初期運転状態の記録

　（注記）

　について工事引渡しまでの期間、火災保険に付すること。またその写しを提出のこと。

　部分払いを請求しようとするときは、当該請求にかかる工事の出来高部分及び検査済工事材料に相応する請負代金相当額以上

　ただし、施工の記録・工事写真等の完成検査資料の提出及び完成検査については、工期内とすることができる。

　平成２４年７月１日には、各園において空調設備の利用ができるよう工程管理を行うこと。

　　●風量調整(測定共)　　○水量調整(測定共)　　●室内外空気の温湿度測定　　○室内気流及びじんあいの測定

　管を土中埋設する場合は、すべて、堀削土の中の良質土を使用する

　※建築工事特記仕様書参照



　　東側立面図　1/30　　１階平面図　1/100
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一級建築士事務所　登録第400213号
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散水栓新設(BOX共)

,40E

20HIP
(既設)

20HIP

(新設)
 － 

既設給水管切断の上新設管接続

既設散水栓13㎜(BOX共)撤去

接続給水管共

既設散水栓位置替工事　平面図 S=1/100

T28-NH13

袖壁はつり貫通復旧

1/100
空調設備 １階平面図
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冷媒管サイズ

ガス管 液管

（特記事項）

1.冷媒管保温外装は屋内露出部は樹脂製冷媒管化粧ケース(浮かし型)　屋外露出部はSUSラッキングとする。

2.ドレン管材質は屋外露出部はカラーＶＰとし、屋内天井内、露出部は結露防止層付塩ビ管（積水化学ＡＣドレンパイプ）

　　とする。（屋内露出部単独露出配管)

3.室内外連絡配線及び、リモコン配線は本工事とし下記とする。

　・室内外連絡配線・・・・EM-CEES1.25゜-2C (冷媒管共巻)

  ・リモコン配線　・・・・EM-CEES1.25゜-2C(天井内コロガシ / メタルモール）

4.天井内リモコン配線工事は点検口渡り配線工事とする。
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別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）
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Ｂ
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石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

5.冷媒配管のろう付及び溶接作業は酸化スケール防止の為、管内窒素ガス置換を行う事。

CON基礎2950×1300×H150(建)配管保護のこと

側溝上部渡配管部

6.冷媒配管については窒素ガスブローにてフラッシングを行う事。

室外機防護フェンス仕様

・室外機用防護パネル

　材質　：支柱-STK400-φ42.7　表面処理 Z12+塗装(ホワイト）

  ネット：亜鉛メッキ鉄線 SWMGH-3 φ3.5-40mm×50mm　表面処理　PE樹脂コート（ホワイト)

  参考型番:K-PN201B 相当品

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日

（施工者）株式会社ほうらい電気

竣工図

D B 散水栓新設(BOX共)
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ドレン側溝へ放流
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別府町幼稚園外２園遊戯室空調設備整備工事

（別府町幼稚園遊戯室空調設備整備）石原

担 当副課長担当課長

窪田 後藤 三村・石原

係 長参 事

能瀬・萩原・藤原・横田・高木

竣工図

（施工者）株式会社ほうらい電気

（工　期）平成24年５月15日～平成24年７月31日
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（凡例）

天井改修範囲を示す。（別紙建築図参照）

新設天井点検口450□を示す。（別紙建築図参照）

リモコンケーブル　EM-CEES1.25゜-2C(天井内コロガシ / 立下部メタルモール）
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№

冷媒管サイズ

ガス管 液管

空調設備機器表

機器番号 機器名称 機器仕様
相-電圧 動力

台数 設置場所 備考

φ - V KW

ACP - B  空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 型　　式 ： ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ型室外機 (ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ) 1 1F屋外

(別府町幼稚園) 冷房能力 ： 69.0 kw 冷房消費電力 3 - 200 19.5 15.9φ28.6φ

暖房能力 ： 77.5 kw 暖房消費電力 21.0 

付属品 ： 防振ｺﾞﾑ､他標準付属品一式 室外圧縮機: 4.7+(4.5+4.4)

室外送風機: 0.75+(0.35×2)

ACP - B1  空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 型　　式 ： 天吊露出型室内機 5 2F遊戯室 ﾘﾓｺﾝSW×2ｹ

(別府町幼稚園) 冷房能力 ： 14.0 kw 冷房消費電力 1 - 200 0.253 内9.5φ15.9φ

暖房能力 ： 16.0 kw 暖房消費電力 0.253

付属品 ： ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ､ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ 室内送風機: 0.15

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ､他標準付属品一式

注1 予備ﾌｨﾙﾀｰ 100%とする｡

（特記事項）

1.冷媒管保温外装は屋内露出部は樹脂製冷媒管化粧ケース(浮かし型)　屋外露出部はSUSラッキングとする。

2.ドレン管材質は屋外露出部はカラーＶＰとし、屋内天井内、露出部は結露防止層付塩ビ管（積水化学ＡＣドレンパイプ）

　　とする。（屋内露出部単独露出配管)

3.室内外連絡配線及び、リモコン配線は本工事とし下記とする。

　・室内外連絡配線・・・・EM-CEES1.25゜-2C (冷媒管共巻)

  ・リモコン配線　・・・・EM-CEES1.25゜-2C(天井内コロガシ / メタルモール）

4.天井内リモコン配線工事は点検口渡り配線工事とする。

5.冷媒配管については窒素ガスブローにてフラッシングを行う事。
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